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Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 
　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC）外部専門家 

京都府立向日が丘支援学校　相談支援センター　アドバイザー 
　　　滋賀県教育委員会　特別支援教育ＩＣＴ活用PJ　トータルアドバイザー 
　　　ＮＰO法人　支援機器普及促進協会　理事長 
　　　放課後ディサービス・フリースクール　アドバイザー 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気で
す）の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、通所生活介護施設に通う三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/






Topics



通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する 
   調査結果について

https://www.mext.go.jp/content/20221208-mext-tokubetu01-000026255_01.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20221208-mext-tokubetu01-000026255_01.pdf


今回は、令和４年度の国語・英語（リーディング）・公民（倫理 / 政治・
経済）の3科目について実験を行いました。

https://note.com/usutaku/n/n75b6f4bf4e05

https://note.com/usutaku/n/n75b6f4bf4e05


6月14日　京都新聞　読者に応える



iOS/iPadOS 17では日本語の手書きキーボードが追加され、
縦書きのテキスト認識表示もサポート。

https://applech2.com/archives/20230609-ios-17-japanese-handwriting-keyboard.html

https://applech2.com/archives/20230609-ios-17-japanese-handwriting-keyboard.html


Society5.0を生きる 

子供たちに出来る！　やりたい！ 
を支援するための選択肢を 
提示できる引き出しの数 

（読めなくても・書けなくても・覚えられなくても…）



①

②

③

④

GOAL!

読み書きが出来なくても学習はできる



「書くこと」チェック

・字を書くことを嫌がる 
・文章を書くことを嫌がる 
・字を書くのに時間がかかる 
・早く書けるが雑である 
・書き順を間違える、気にしていない 
・漢字を使いたがらない 
・句読点を書かない 
・マス目や行に納められない 
・筆圧が強すぎる（弱すぎる） 
・促音や拗音などの誤りが多い 
・似ている（め と ぬ）かな文字の誤りが多い









書くこと
どんな理由で書くことに 

困難さがあるのでしょうか？



書くことが困難

体幹が不安定 正中線を 
超えられない

尺側が分離 
出来ていない

音韻処理の問題

鉛筆の持ち方

漢字が分からない視知覚の問題

目と手の協応 
が難しい







体幹



正中線交差



目と手の協応



尺側分離



持ち方



視知覚







アナログでの支援



Qグリップ



ユビックス・もちかたくん



Qリング



Qスケール



計算シート



プリント拡大



マス目あり



情報の入手（input) 
聞く(聴覚） 

見る・読む（視覚） 

情報の出力（output) 
話す（聴覚） 

見せる・書く（視覚）

習得できる年齢はかなり違う 
読み書きが出来なくても、音声入力・音声読上でも同じ



分からなければ、調べれば良い・聞けば良い 
記憶していることは知識の一番便利なツール！

アプリを使うのは 
昭和・平成世代 

Aiを使うのは 
平成～令和



Siri（音声アシスタント）

流れている音楽の曲名を教えてもらう 
　「この曲は何」 
予定をリマインドする 
　「９時に電話とリマインドする」 
アプリを起動 
　「Google翻訳を起動」 
計算をする 
　「1,500÷５は」 
スケジュールに登録 
　「明日16時から会議と登録」



Siriでなぞなぞ！



iPad
アクセシビリティ 

+ 
標準機能



書けなければiPadで音声入力で良いのでは？ 
書くことは情報出力のツール！ 

話すことは情報出力の一番便利なツール！



一般⇨キーボード　音声入力



一般⇨キーボード　音声入力 
(インターネット接続が必要です）



写真⇨編集⇨マークアップ



写真⇨編集⇨マークアップ 
(板書やワークシートなどの画像に書込み）　



一般⇨キーボード　手書き入力 
⇨新しいキーボードを追加



UDトーク　キーボード 
習っていない漢字はひらがなで表示されます

https://apps.apple.com/jp/app/udトーク/id666188441

https://apps.apple.com/jp/app/ud%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF/id666188441


絵から想起



ごじゅーおん（アプリ）音で確認



日本語かな



日本語かな（フリック）スマホへの応用



Scribble日本語対応手書き文字認識　スクリブル 
日本語対応　Pencilで手書きが自動テキスト変換



スクリブル（Pencilで手書き変換）



日本語ローマ字　PCへの応用



テキスト認識表示



テキスト認識表示⇒音声読上



マルチタスクメニュー

Split View Slide Over

マルチタスク 
フルスクリーン、Slide Over、Split View 

(画面上部の・・・がマルチタスクメニューです）

フルスクリーン



Split View 

2画面表示

音声教材とノートアプリ 

など２画面を同時に表示しておくと 

ドラッグ操作で簡単コピーもできます 

教科書とノートの代わりにいPadを 

使いたい場合には便利です。



Slide Over 

複数画面を簡単切り替え

ノートアプリから音声教材・ボイスメ
モなど必要なアプリをすべて表示して
おいて簡単切替ができます。



iPad
その他のアプリケーション



学年指定で漢字変換できる音声入力

https://apps.apple.com/jp/app/udトーク/id666188441

https://apps.apple.com/jp/app/ud%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF/id666188441


https://apps.apple.com/jp/app/ごじゅーおん/id1042109858

漢字変換なしでひらがなのみ入力

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%94%E3%81%98%E3%82%85%E3%83%BC%E3%81%8A%E3%82%93/id1042109858


https://apps.apple.com/jp/app/ごじゅーおん/id1042109858

漢字変換なしで全角カタカナのみ入力

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%94%E3%81%98%E3%82%85%E3%83%BC%E3%81%8A%E3%82%93/id1042109858


漢字の練習に

https://apps.apple.com/jp/app/透かして清書-綺麗な文字で宛名書き/id1119977475?platform=ipad

https://apps.apple.com/jp/app/%E9%80%8F%E3%81%8B%E3%81%97%E3%81%A6%E6%B8%85%E6%9B%B8-%E7%B6%BA%E9%BA%97%E3%81%AA%E6%96%87%E5%AD%97%E3%81%A7%E5%AE%9B%E5%90%8D%E6%9B%B8%E3%81%8D/id1119977475?platform=ipad


漢字の練習に

https://apps.apple.com/jp/app/書き順レコーダー/id952963019

https://apps.apple.com/jp/app/%E6%9B%B8%E3%81%8D%E9%A0%86%E3%83%AC%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%80%E3%83%BC/id952963019


楽しく文字入力の練習

https://apps.apple.com/jp/app/えにっき/id1358600708

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%88%E3%81%AB%E3%81%A3%E3%81%8D/id1358600708


楽しく文字入力の練習

https://apps.apple.com/jp/app/３秒日記/id985967203?platform=ipad

https://apps.apple.com/jp/app/%EF%BC%93%E7%A7%92%E6%97%A5%E8%A8%98/id985967203?platform=ipad


プリント⇒撮影⇒音声／キーボード入力

https://apps.apple.com/jp/app/snaptype/id1124115982

https://apps.apple.com/jp/app/snaptype/id1124115982


プリント⇒撮影⇒音声／キーボード入力

https://apps.apple.com/jp/app/縦書き文字入れ-文字入れくん/id1328029566?platform=ipad

https://apps.apple.com/jp/app/%E7%B8%A6%E6%9B%B8%E3%81%8D%E6%96%87%E5%AD%97%E5%85%A5%E3%82%8C-%E6%96%87%E5%AD%97%E5%85%A5%E3%82%8C%E3%81%8F%E3%82%93/id1328029566?platform=ipad


iPadをデジタルノートとして利用

https://apps.apple.com/jp/app/goodnotes-5/id1444383602?platform=ipad

教育機関がASMを利用で 
フル機能版も無料

https://apps.apple.com/jp/app/goodnotes-5/id1444383602?platform=ipad


プリント⇒撮影⇒音声／キーボード入力

https://apps.apple.com/jp/app/縦書きエディタ-無償版/id493455320

https://apps.apple.com/jp/app/%E7%B8%A6%E6%9B%B8%E3%81%8D%E3%82%A8%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%BF-%E7%84%A1%E5%84%9F%E7%89%88/id493455320


思考の見える化

https://apps.apple.com/jp/app/simplemind-マインドマッピング/id305727658?platform=ipad

https://apps.apple.com/jp/app/simplemind-%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%94%E3%83%B3%E3%82%B0/id305727658?platform=ipad


プリントに音声を入れて回答

https://apps.apple.com/jp/app/keynote/id361285480?platform=ipad

https://apps.apple.com/jp/app/keynote/id361285480?platform=ipad


まとめ



Society５．０を意識すること 

自分の育った時代とは違う 
⇓ 

必要なスキルは変わっている 

子どもたちに選択肢を提示できる 
引き出しの数





LD

Learning Disability 
「学習障害」

Learning Difference 
「学び方が違う」

ではなく



子どもたちの困りは 
どこにあるのか？

本人？ 
授業？



困った子ではなく 
困っている子



代替手段（ICTの活用）は不便！！ 

読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です



卒業後の姿を見据える 

ツールや手段に拘らない 
（読み・書き・計算って本当に必要？！） 

（便利さの違いです） 

昔と違ってツールは沢山あります！！



本人が用途に応じて 
手段を選択できる力が必要

本人が支援をプレゼンできる力が必要



受験で機器の使用が認められないから 
普段の授業でも書かせる 

って適切な判断ですか？



合理的配慮の名のもとに 
代替手段を安易に提供することは 
結局不便さを強いているのかも・・ 

アセスメントの大切さ 

本人が選択することの重要さ



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html


参考図書













































東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポ
ケットプロジェクト」をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



EDGE



http://npo-atds.org 

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi
http://npo-atds.org

